
成立要件について 

 成立要件を設定するとした場合、その方法としては、一定の投票率（投票総数／投票資格

者総数）以上の投票があったときに成立するものとして、投票率を設定する方法です。こ

のことは、投票資格者総数に対する投票に参加した市民の割合を成立要件の判断基準とし

ており、多くの自治体で採用されている。 

 

 

 

 

 

Ⅰ 成立要件を設ける場合（2 分の１の投票率） 

【ケース１】 

  投票率が２分の１以上で成立し、開票を行い、その結果、過半数の選択肢の意思を尊重

する。（２分の１未満の場合は開票しない） 
  
 

 

 

 

 

 

【ケース２】 

  投票率が２分の１未満の場合は不成立とするが、市民の意思を公表するため、開票を行

い結果を公表する。なお、不成立の場合の開票結果については、参考意見とする。 

 
 

 

 

Ⅱ 成立要件を設けない場合 

【ケース１】 

  投票率の多い少ないに関わらず、投票率も含めた「投票結果全体を考慮して」尊重義務

を果たすこととする。 

 

Ⅲ 投票結果の尊重 

絶対得票率（投票資格者総数に対する過半数を占めた意思を支持した市民の割合）を判断

基準として、投票結果を尊重する方法です。 

 この方法を採用している我孫子市では、賛否いずれかが過半数の結果が投票資格者総数の

１／３以上に達した時に尊重義務が生じるとしている。 

 

  投票率の多い少ないに関わらず、開票を行い、その結果について一定の絶対得票率（市

民投票において過半数を占めた選択肢に対する投票者数／投票資格者数の割合）以上の

選択肢の意見を尊重する。（例：絶対得票率を４分の１） 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
投票資格者 １，０００ １，０００ １，０００ １，０００ 
投票者数 ５００ ４９０ ５５０ ４５０ 

賛成 ３００ ４００ ２００ ２００ 
反対 ２００ ９０ ２５０ ２２０ 賛否 
無効 ０ ０ １００ ３０ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
成立・不成立 成立 不成立 成立 不成立 
尊重義務 賛成を尊重 尊重しない 反対を尊重 尊重しない 
投票結果の公表 公表 非公表（開票し

ない） 
公表 非公表（開票し

ない） 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
成立・不成立 成立 不成立 成立 不成立 
尊重義務 賛成を尊重 尊重しない 反対を尊重 尊重しない 
投票結果の公表 公表 公表 公表 公表 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
尊重義務 賛成を尊重 賛成を尊重 反対を尊重 尊重しない 
投票結果の公表 公表 公表 公表 公表 


